
～平成26年度交通関係環境保全優良事業者大臣表彰～

秋北バス株式会社（秋田県大館市）

マイカーからバス・徒歩への移動手段の転換を促進する「バス&ウォーク事業」を自治体等
と連携して実施。また，バイオディーゼルを使用するバスの運行，エコロジー回数券の販売
等の環境保全活動に積極的に取り組んでいる。

（取組みの概要）

■バスと徒歩を併用して健康管理と環境を考える「バス&ウォー

バス＆ウォークとは？

ク事業」（※）を自治体等と連携して実施。

※「バス&ウォーク事業」
①バス停に、徒歩でのカロリー消費量とマイカー･バスでのCO2排出量を表示し、
徒歩やバスを利用することによる効用を考えてもらう取り組み。徒歩や を利用する と よる効用を考えてもらう取り組み。

②観光スポットや温泉、グルメ等地元商店等の紹介とそれらを効率的に周遊す
るためのモデルコースを含めた、バス停マップの作成。 等

■廃食用油をリサイクルしてつくるバイオ■廃食用油をリサイクルしてつくるバイオ
ディーゼルを燃料とするコミュニティー
バスを運行。

バス停マップエコロジー回数券の販売

バイオディーゼルバスの運行

■エコロジー回数券の販売により，回数券
の金額の20％を東日本大震災の被災地の
森林整備事業をはじめとした環境貢献
活動に使用されるカ ボンオフセット活動に使用されるカーボンオフセット
事業を実施。
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飛鳥交通株式会社（東京都新宿区）

タクシー事業者として全国で初めてグリーン経営認証を取得。その後全事業所で取得し、平
成26年４月に認証取得10年の永年登録表彰を受賞した。また、社内サマーエコドライブコ
ンテストでは，２％強の燃費向上を達成した。

（取組みの概要）

■平成15年に、「グリーン経営に関する基本理念及び基本方

グリーン経営推進委員会

針」を定め、「グリーン経営推進委員会」を立ち上げ、グリー
ン経営の全社的な取組みを開始。

■平成16年に、タクシー事業者として全国で初めてグリーン経
認証ステッカ

営認証（※）を取得。同年に全事業所で取得し、以降、事業拡
大を進める中、新規事業所でも取得。

※グリーン経営認証とは
（公財）交通エコロジ モビリティ財団が 環境に配慮した 定レベル以上の

認証ステッカー

10年永年登録表彰

（公財）交通エコロジーモビリティ財団が、環境に配慮した一定レベル以上の
取り組みを行っている事業者を審査の上、認証・登録するもの。

■平成26年に、認証取得10年継続事務所として、タクシー事業
者として初の永年登録表彰を受賞。

サマーエコドライブ
コンテストの効果

者として初の永年登録表彰を受賞。

■平成25年７～９月に、社内サマーエコドライブコンテストを
実施し、２％強の燃費を向上（LPG91,000Lの燃料を削減）し
た。また、エコドライブ改善率上位の車両整備員と乗務員を表た。また、エコドライブ改善率上位の車両整備員と乗務員を表
彰した。
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京福電気鉄道株式会社・ヤマト運輸株式会社
（京都府京都市・東京都中央区）（京都府京都市・東京都中央区）

京都嵐山地域周辺における宅配便の集配作業において，路面電車とリヤカー付き電動自転車
を利用し、集配車両を減車することによって，CO2排出量を約30％削減した。

（取り組みの概要）
■ヤマト運輸の物流ターミナルから営業所へ大型トラックで宅
配便を輸送し、そこから2ｔトラックなどに積み替え配達して
いたものを変更し 路面電車（京福電鉄嵐山線）の車両を1両いたものを変更し、路面電車（京福電鉄嵐山線）の車両を1両
貸し切り、集配用コンテナを搭載した台車ごと電車に積み込ん
で輸送。

■各駅で台車を降ろし そのままリヤカー付き電動自転車・台
路面電車を利用し

■各駅で台車を降ろし、そのままリヤカー付き電動自転車・台
車・電動自動車に荷物を移して、集配。

■トラック車両の減車により、CO2排出量を実施前との比較で
約30％削減 街中での駐停車がなくなり 渋滞を緩和

たモーダルシフト

約30％削減。街中での駐停車がなくなり、渋滞を緩和。
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